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面積 1.097km2（東京都の約半分） 

人口 約 680 万人（2002 年） 

人種 漢民族（約 98％） 

言語 広東語、英語、中国語（北京語）ほか 

宗教 仏教・道教、カトリック、プロテスタント、回教、ヒンドゥー教、シー

ク教、ユダヤ教 

政体 中華人民共和国香港特別行政区（Hong Kong Special 

Administrative Region：SAR） 

元首 胡錦濤中国国家主席 

通貨 香港ドル 

 
（略史）  

南京条約（1842年）により香港島が英国の領土に 

北京条約（1860年）により九竜半島の先端（約9.7km2）が英国領土となる。 

中国との租借条約（1998年）により英国は新界の99ヵ年にわたる租借を確保。 

97年7月1日、中国に返還。 

 

４香港の動向 
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中国・台湾・香港の歴史 
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香港の経済指標 

 

2002 年 人口 経済規模

（名目

GDP） 

一人当た

り 

名目GDP 

経済 

成長率 

国内 

貯蓄率 

輸出／ 

ＧＤＰ比 

農業 

の規模 

乳児 

死亡率 

  

（億人） 
（日本＝

100） 

（日本＝

100） 

（1990～

2002 年

平均、 

％） 

（％） （％） （GDP比） 
（1000 人

当たり） 

アメリカ 2.884 260.0 115.9 2.9 14.6 9.8 1.6 7.0 

日本 1.272 100.0 100.0 1.3 27.7 11.1 1.4 3.0 

韓国 0.476 11.9 32.1 5.9 27.3 40.0 4.0 5.0 

台湾 0.225 7.1 39.9 5.4 25.2 53.8 1.9 5.4 

香港         

シンガポール 0.042 2.2 66.4 6.3 42.1 168.1 0.1 3.0 

タイ 0.616 3.2 6.4 4.3 30.0 64.7 9.4 24.0 

マレーシア 0.243 2.4 12.3 6.2 32.2 114.1 9.0 8.0 

フィリピン 0.799 2.0 3.1 3.2 26.1 48.9 14.7 28.0 

インドネシア 2.117 4.3 2.5 4.1 17.3 35.4 17.5 32.0 

中国 12.845 31.7 3.2 9.7 39.4 28.9 15.4 30.0 

ヴェトナム 0.804 0.9 1.3 7.5 33.6 55.5 23.0 20.0 
（注）経済成長率は、自国通貨建て実質ＧＤＰの平均伸び率。 
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香港 

・小さい製造業の比率（1割弱） 

「     」方式 

  →生産・加工を隣接する中国広東省、とりわけ珠江デルタで行い、香港から輸出する 

  

 香港の総輸出に占める再輸出の比率は82.8％（1995年） 

 

・政府の考え方「       」＝ 自由放任主義 

 →金融センターとして発達、重化学工業は育たず。（他のＮＩＥＳと対照的） 

    自由港→輸入規制なし、関税なし 

 為替管理も存在しない→資本の移動が自由 

 労働・賃金面の法的規制も最小限度 

 低税率で財政均衡→「   」 

  

 

・一国二制度 

  資本主義的活動が50年間保障されている 

 

 
 
 
 
 


